






要約:乳幼児健康診査を中心に母子保健管理体制を昭和 63 年にシステム化をはかり市、町、

保健所、小児科医会との連絡会をもって、計画の段階から事後管理に至るまで密接な連携

のもとに市、町との役割分担を決め母子保健の充実をはかってきた。その現状と今後の課

題について報告する。


